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「東日本大震災を踏まえた危険物施設等の地震・津波対策のあり方に
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三浦 徹   社団法人日本損害保険協会 推薦委員 

八木 高志  危険物保安技術協会 土木審査部 上席調査役 
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資料１－１ 



「東日本大震災を踏まえた危険物施設等の地震・津波対策のあり方に係る検討会 

屋外タンク貯蔵所等分科会」開催要綱 

 

（目的） 

第１条 平成 23 年３月 11 日に発生した東日本大震災による屋外タンク貯蔵所及び移送取扱所における

被害状況について実態調査を行った調査結果を踏まえて、地震・津波対策のあり方について検討を行

うため、「東日本大震災を踏まえた危険物施設等の地震・津波対策のあり方に係る検討会 屋外タンク

貯蔵所等分科会」（以下「分科会」という。）を設置する。 

 

（調査検討事項） 

第２条 分科会は次の事項について調査検討を行う。 

（１） 地震が基礎地盤に及ぼす影響に係る分析 

（２） スロッシングが浮き屋根及び浮き蓋に及ぼす影響に係る分析 

（３） 津波がタンク本体に及ぼす影響に係る分析 

（４） 配管を通じたタンクからの危険物流出を最小限に防止する緊急しゃ断弁のあり方に関する検討 

（５） その他必要な事項 

 

（組織） 

第３条 分科会の委員は、学識経験者、消防機関の職員、関係団体を代表する者等のうちから、前条各

号に掲げる調査検討事項の内容に応じて、消防庁危険物保安室長が委嘱する。 

２ 分科会に分科会長を置き、分科会長は分科会の委員の互選によってこれを選出する。 

３ 分科会長は、分科会を主宰する。また、分科会長に事故があるときは、分科会長の指名するものが

その職務を代理する。 

４ 分科会長及び委員は、必要に応じ、分科会に「オブザーバー」として関係者の出席を依頼し、意見

等を求めることができる。 

５ 分科会は原則公開・公表とするが、特段の理由がある場合には、委員の過半数の賛成で非公開とす

ることができる。 

 

（任期） 

第４条 分科会長及び委員の任期は、委嘱日から平成 24 年３月 31 日までとする。 

 

（事務局） 

第５条 分科会に係る事務局を、消防庁危険物保安室に置く。 

 

（補則） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、分科会の運営に関し必要な事項は、分科会長がこれを定める。 

２ 分科会には、委員の代理者の出席を認める。 

  

附則 この要綱は、平成 23 年  月  日から実施する。 

（案） 資料１－２ 

１ 


	＜完了＞【資料１－１】委員名簿.pdf
	＜完了＞【資料１－２】開催要綱

